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東アジアの女子学生の外国製テレビドラマ視聴に関する研究

吉光 正絵＊

�．はじめに

１９８０年代以降、多国籍企業の海外進出にとも

なう情報通信ネットワークの国際化が進み、通

信衛星ネットワークを使った米国系ケーブルテ

レビの専門チャンネルが世界各国に輸出される

ようになった。代表的なものに、ニュース専門

チャンネルの CNNや音楽専門チャンネルの

MTVがある。これらの専門チャンネルは１９９０

年代に入るとネットワークをヨーロッパやアジ

アなどにも拡大し多国籍化、メディア・コング

ロマリット化してきた。背景には、グローバル

マーケットにおける規制緩和と市場開放（貿易

自由化）の流れ、デジタル衛星放送やインター

ネットなど IT技術の飛躍的発展という三大要

因があった１。

米国系の世界標準化番組（global standardiza-

tion program）は、基本的に米国で製作され、

ネットワークを通じて世界中の関連会社へ配給

され、関連会社が所有・運営する現地版チャン

ネルで原型のまま放送される番組製品である。

グローバルネットワーク化する衛星放送やケー

ブルテレビの専門チャンネルは標準化番組を世

界中でマーケティングする方向へ向かってお

り、自国だけではなく外国の視聴者についても

調査し世界規模の視聴者をターゲットとした標

準化番組２を配給している。

背景には、類似の消費パターンをもつ情報依

存集団の世界規模での出現がある３。「ブラン

ド・イメージをつくる掲示板」、「ひとつの年代

へ呼びかけるシステム」とも呼ばれるMTV

は、ブランドのロゴで全身を飾り立てる先進国

と半先進国の中流階級の１０代の若者の好みにあ

わせた番組制作を行い、世界各国にチャンネル

ネットワークを広げた。MTVの手法は「クー

ル・マーケティング」と呼ばれている。MTV

の画面に登場するような最新式の携帯電話、

ゲーム機器、ディズニーのグッズ、NBAで結

ばれたグローバル・ティーンのイメージは、企

業にとっての素晴らしい幻覚として世界中を駆

け巡り、クールハンターと呼ばれるマーケッ

ターたちは世界中のスラムや辺境地区から新規

で珍しいアイテムを収集し新しい流行を作り上

げている４。MTVが想定するグローバル・

ティーンに象徴される超国家的消費者セグメン

トにあわせた番組づくりは、専門チャンネルの

成功の可否となっている５。

東アジアの若者たちも、デジタル・テクノロ

ジーと国際的なマーケティングによって全世界

の若者が大西洋からインド洋まで一つになると

いうメディア企業が企画するクールマーケティ

ングのターゲットとなり、世界標準化されたラ

イフスタイルに急速に巻き込まれている。ただ

し、欧米型の反抗的なクールな若者像とは異な
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る東アジア的な若者像に収斂しつつあるのでは

ないかと考えられる。

東アジア諸国では、自国文化の保護の観点か

ら海外番組の輸入規制が厳しいと言われてき

た。中国では外国製テレビ番組の放送には国家

審査が必要だ。しかし、米国製テレビドラマで

は、SF、犯罪、サスペンス、医療、アドベン

チャー、アイドル、日本製テレビドラマではミ

ステリー、サスペンス、社会派、恋愛ドラマ、

韓国製テレビドラマでは家庭劇、愛情劇、歴史

ドラマ、など様々なジャンルのテレビドラマが

輸入放送されている６。一方で、視聴規制が基

本的には無効化し視聴者が字幕を作成できる

youtubeや土豆網といった動画共有サイトの普

及や、愛好者間の情報交換に役立つ weiboや

twitter、百度�や daum café、２ちゃんねるといっ

た各種のファンブログの発達は、国境にとらわ

れない動画作品の視聴や愛好を促進している。

本研究では、はじめに米国系の世界標準化番

組が国際流通していく過程について議論し、続

いて東アジア諸国で制作されたテレビドラマが

隣国間で国境を超えて視聴されるにしたがって

東アジア地域の女性をターゲットとした地域標

準化番組が制作されていく過程について議論す

る。その後に、日本、中国、韓国の女子学生を

対象に実施した質問紙調査の結果をもとに東ア

ジアの女性たちの外国製テレビドラマ視聴の現

状について分析していく。

�．テレビドラマの国際流通と東アジア
の地域内流通

１．外国製テレビドラマの輸入障壁

米国の専門チャンネルが制作した世界標準化

番組の海外市場への進出による国際的なメディ

ア市場の独占に警鐘が鳴らされている。しか

し、多くの国の視聴者は「文化的近似性（cultural

proximity）」を求め、自国製テレビ番組か、同

じ地域内からの輸入番組を好む傾向があること

も指摘されてきた。文化的近似性は言語による

ところが大きいが、字幕放送や吹き替え放送が

あるため、アイデンティティ、服装、ジェス

チャーなど口頭以外のやりとり、ユーモアの定

義、話のテンポ、生活パターン、宗教的要素な

どに基づく、言語以外のレベルにおける文化的

近似性がより重要である７とのことだ。

多額の製作費を必要とする番組の典型である

テレビドラマが、現実には最も多く国際流通し

ているテレビ番組ジャンルであり、自国産で類

似の番組が制作されていない場合には外国製テ

レビ番組は成功する８。テレビドラマの中でも、

アクション・アドベンチャーや露骨な性描写を

多く含む番組は会話が限られ話の筋も簡単なの

で海外でも視聴されやすいが、シチュエーショ

ン・コメディは、笑いの文脈が文化によって異

なるので難しい傾向がある９。一方で、米国系

テレビ番組をアジア市場で流通させようとする

場合には、宗教的・社会的習慣によって阻まれ

ることが指摘されてきた。米国で制作されるド

ラマの暴力シーンや性描写は、自己犠牲、義務

遵守、忠誠を尊重する日本や、伝統的家族の価

値を大切にする中国などのアジア諸国では受容

されにくい１０。そのため、世界標準化番組では

なく、文化的近接性と関連づけられた地理的近

接性をもつ数か国をひとまとまりとした特定地

域をターゲットとした地域標準化番組を企画す

ることが可能となるであろうことが指摘されて

いる１１。

１９８０年代後半から１９９０年代前半には規制緩和

や民営化を含むメディア政策の自由化が世界的

に進んできたが、実際に放送されている番組の

うち外国製テレビ番組が占める割合は質量共に
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限られている。ICFP-JAPAN調査では、日本以

外の地域で制作された番組を「輸入番組」とし

て分析している（２００９年７月実施）。地上放送

では外国製番組のうち８割が米国製だが衛星放

送では韓国製が米国製を僅差で上回っており、

この二か国で外国製番組の７割を占めることが

指摘されている。米国製は、時事教養、ニュー

ス、スポーツであり、韓国製はほとんどがドラ

マである１２。

また、テレビドラマをはじめとする外国製番

組の輸入制限を課している国は多い。中国政府

はその日そのチャンネルで放送する外国製テレ

ビドラマの割合をテレビドラマ全体の２５％以下

に制限するとともに、広電総局の別途許可がな

い限りゴールデンタイム（１９時～２２時）で輸入

ドラマを放送してはならないと規定してい

る１３。中国をはじめとしたアジア諸国では、番

組内容においても性描写や暴力、民主主義や人

権、宗教に関する規制がかかる傾向がある。一

方で、中国では２０００年代以降、韓国製テレビド

ラマが人気である。その理由としては、CCTV

や湖南衛視、四川工視などの通信衛星をつかっ

た全国ネットワーク放送や優酷（Youku）など

のインターネット上の動画サイトが正規輸入に

熱心なことがある。ジェトロが実施した中国大

手サイトのバイヤーへのインタビュー１４による

と、放送局で放送する場合と異なりインター

ネット配信では広電総局による審査を経た許可

書（輸入許可や内容審など）が必要ないが、歴

史や政治、宗教に関するものは仕入れず、クリッ

ク率、ネットユーザーのドラマへの批評といっ

たユーザー目線にたったコンテンツ入手に尽力

するとのことだ。具体的には、中国の大手ポー

タルサイトの捜狐（SOHU）では、自社の動画

配信チャンネルに、韓流専門チャンネルを開設

し、中国大手動画サイト優酷（Youku）は韓国

の SBSとの間で、SBSの過去すべての名作ド

ラマと今後３年の新作テレビドラマの版権購入

契約を締結している。同インタビューでは、日

本のテレビドラマをあまり輸入しない理由もあ

げられている。まず、中国や香港、台湾、韓国

は著作権の大部分が投資者に帰属しシンプルだ

が、日本はコンテンツの権利帰属関係が複雑

で、投資者以外のすべての権利者の意見を取り

まとめる必要があり契約や交渉がむずかしい。

次に、日本のドラマを好む層は都市部のホワイ

トカラーなので海賊版の購入やオンラインの違

法ダウンロードに慣れていて正規ルートでの視

聴や正規ソフトの購入をしない。そして、中国

のテレビドラマ放送は１週間に１回ではなく毎

日連続で２話から３話放送されるので、話数の

平均が１０話程度と短い日本製テレビドラマの場

合、２週間足らずで終了するため広告販売が難

しい上に、海外ドラマの輸入指標は２０話／１指

標だが、１０話しかないと２つのドラマを購入す

る必要がある。さらに、インターネット視聴

（VOD方式）は可能性があると思われるが日

本サイドはオンライン市場での版権販売を許可

していない。以上のジェトロが実施した中国大

手サイトのバイヤーへのインタビューで明らか

にされた日本製テレビドラマがもつ、海外ドラ

マ輸入市場の世界標準やアジアの地域標準にあ

わない製品規格や慣習、顧客特性が、日本のテ

レビドラマが中国で正規輸入されない理由のよ

うだ。

２．東アジア全域で流行したテレビドラマの

傾向と文化的近似性

１９９０年代の台湾や中国、韓国といった東アジ

ア諸国における『東京ラブストーリー』（日本

フジテレビ１９９１年）などの日本製トレンディ・

ドラマの人気の根拠として、東アジア諸国の文
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化的近似性と、「グローバル化の進展による情

報・商品の同時流通と消費主義文化の浸透、メ

ディア産業の肥大化・多国籍化、そして消費力

のある若い中間層の出現、女性の地位・意識の

変遷など、一定の近代化・産業化を果たした資

本主義社会の共通の体験が、豊かさを土台とし

た同時代感をもたらしてきた」という時代背景

が指摘されてきた１５。

韓国における日本大衆文化の開放は、１９９８年

の第一次から２００４年の第四次まで段階的に進

み、２００２年の日韓Ｗ杯共同開催決定で勢いづい

た。解放前の１９８０年代の韓国でも、クラブやカ

フェで大学生が集まって文化理解や文化運動、

日本語の教材として日本製トレンディドラマや

映画などの映像作品が視聴されていた。韓国に

おける日本の映像作品への評価は、岩井俊二作

品が流行した１９９０年代以降からは、それまでは

「倭色文化」と呼ばれていた「猥雑、暴力、扇

情」のいずれにもあてはまらない、美しく、温

かく、かわいく、スタイリッシュで洗練された

イメージにかわった。このことは、おしゃれで

かわいくクールでつつましくかつ温かいポスト

モダンな先進国日本のイメージの浸透につなが

り、２０００年代以降でも、それらのイメージを喚

起する木村拓哉や上野樹里、玉木宏、オダギリ

ジョーといった俳優の出演作品や山崎豊子の社

会派ドラマなどは人気が高いとのことだ１６。

文化理解の多次元文化指標に沿えば、権力格

差の小ささ、個人主義、短期志向に特徴づけら

れる米国とは対照的に、アジア諸国では権力格

差の大きさ、集団主義、長期志向を一般的な特

徴とし、女性的で不確実性の強い文化１７である

と言われてきた。

韓国製テレビドラマは、『星に願いを』（MBC

１９９７年）の中国での大ヒットで「韓流」という

言葉を生み出した。『星に願いを』は日本のア

ニメ『キャンディ・キャンディ』をベースに制

作された。主演のアン・ジェウクを中国市場で

のモニター広告モデルとして起用した韓国系企

業は販売量を二倍にした。これを機に韓国の人

気歌手やドラマの主役のコンサートを家電メー

カーが主宰したり、化粧品、電子製品、携帯電

話、自動車などの広告モデルに韓流スターを起

用し韓国ブランドの親近感や信頼度を高める

「韓流マーケティング」が行われてきた１８。ま

た、『冬のソナタ』（KBS２００２年）を期に日本の

中高年女性達がペ・ヨンジュンの国際的な追っ

かけとなりサイバー・ノマド（遊牧民）化した

ため１９、東アジア全域に国境を超えた韓流ファ

ンの強固なネットワークが構築され国際交流や

文化混交を加速させてきた。『大長今』（MBC

２００３年－２００４年：日本題名は『宮廷女官チャン

グムの誓い』）の中国、日本での大ヒットが契

機となった時代劇ブームによって中高年男性へ

の認知や東アジア的世界観の強化を促した。

１９８７年の民主化宣言以降、韓国製テレビドラ

マは輸出を目的に製作されてきたため、出生の

秘密、不治の病、三角関係、シンデレラ・ストー

リーといった世界標準化された女性向けのメロ

ドラマ設定と、儒教に基づいた家父長制や階層

秩序の遵守といった東アジアの地域標準への合

致を製作の骨子としてきた。マンネリ化や飽き

が指摘された２００５年ごろからは女性による女性

のための作品製作に力を入れ状況を打破した。

『私の名前はキムサムスン』（韓国MBC２００５

年）は、インターネット小説のドラマ化だが、

原作者も脚本家も共に制作当時３０代のシングル

女性であり、女性主人公の純潔さを壊した現実

的な３０代の女性像を描くことに注力し成功し

た２０。『私の名前はキムサムスン』は、中国 CCTV

で放送され『大長今』よりも高い視聴率を獲得

し、日本でも、KNTVで２００５年に放送された後
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に様々なチャンネルで放送され続け「東アジア

版負け犬ドラマ」（シングルで結婚の道が塞が

れた女性に夢を与える物語）の基本型を作っ

た。『ブリジット・ジョーンズの日記』の韓国

版とも言われている。中国でのヒットの理由

は、従属で惨めな弱者のイメージを脱したヒロ

イン像が中国製のドラマに見られなかったこと

がある。また、脚本、演出、主人公が全て女性

で、「男の世界」だった韓国放送局各社のドラ

マ制作局に女性演出家を進出させるきっかけに

なり女性に対する差別的要素を除去すると表明

した作品に『コーヒープリンス一号店』（MBC

２００７年）がある。この作品は、中性的な主人公、

同性愛、婚前妊娠、日本文化からの影響などを

ソウルの最先端の若者が集まるホンデの町並み

を背景に描き出した。ドラマで使われたコー

ヒー店は撮影終了後も残されたため、コーヒー

店を中心としたロケ地巡りやショップ巡りに海

外ファンを集めることにも成功した２１。

韓国製テレビドラマで女優が着用している服

装やヘアメイクは中国をはじめとする東アジア

諸国では人気があり日本でも２０１０年くらいから

ファッション雑誌で特集が組まれ始めている。

韓国系ファッションの定番化の理由は、欧米系

の最先端デザインの少し手前といったセンスが

日常で使いやすいこと、インターネット上に

ショッピングサイトがたくさん存在すること、

韓国は物価が安いので韓国内で売られている質

の良い本物や複製の広州製品がよりやすく買え

ることなどがあげられている２２。韓国は欧米か

ら、東のハリウッドと呼ばれているが、女性達

の心をとらえるテレビドラマを制作すること

で、東アジアの女性たちのファッションやライ

フスタイルの地域標準化をも促進してきたと考

えられる。

以上のような「韓流マーケティング」は、低

文脈文化を特徴とする米国と比べ、高文脈文化

を有するアジア諸国の特徴によって可能になっ

ていると考えられる。ドラマで有名になった俳

優や女優が広告になった商品が爆発的にヒット

したり、デビュー前の新人やアイドルを有名俳

優と同じドラマに配役することで次世代の韓流

スターを作り出す手法などは高文脈文化によっ

て可能になっている。

３．東アジアの若年女性が好むテレビドラマ

の地域標準化傾向

東アジア全域で大ヒットしたテレビドラマ

に、『流星花園』（台湾 CTS２００１年）がある。『流

星花園』の原作は、日本の神尾葉子のマンガ『花

より男子』（『マーガレット』集英社１９９２年－

２００４年）で、日本でも１９９５年に映画化、１９９６年

から１９９７年まで TVアニメ化され、２００５年、２００７

年には TBSでドラマ化された。韓国でも

『 （コッポダナムジャ）』の題名

でテレビドラマ化され２００９年に韓国 KBSで放

送された。

赤貧にあえぐ主人公が「F４」と呼ばれる大

金持ちのイケメン達に助けられながら苦境を脱

するという学園ラブコメディだ。このドラマ

は、原作マンガの世界を体現することに重きを

置き俳優もできるだけマンガの登場人物に似た

人間を探してキャスティングされている。マン

ガの中の「日本」を体現しようとしたことで、

ある種の無国籍性を獲得でき、東アジア諸国の

視聴者の親近感をあおり感情移入を促したとの

ことである２３。ファンの女性たちは自国版だけ

でなく他国版も視聴するため、出演した俳優た

ちはアジア全域で有名になった。『流星花園』

は、シンガポール、マレーシア、タイ、フィリ

ピン、韓国にも輸出され、中国大陸では、放映

の許可が一度は降りるが放送禁止になりネット
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での苦情爆発や海賊版 VCDの大量流通を促進

させた２４。『流星花園』以降、憧れの王子様たち

の助けを借りて家族や友人に見守られながら苦

難に打ち勝つ主人公のドタバタを描いた少女マ

ンガ的世界を、モデルやアイドルを配役して忠

実に再現する学園ラブコメディが台湾だけでな

く日本や韓国、中国でも大量に作られ東アジア

諸国では国境をまたいで流通するようになっ

た。

中国や日本、韓国といった東アジア諸国で

は、衛星放送、インターネット、パソコン、携

帯電話の普及後に物心がついた新世代の若者達

（１９８０年代以降、特に１９９０年代以降に生まれた

若者世代）の伝統的な価値観や因習とのつなが

りの希薄さが指摘されてきた。東アジアの新世

代の若者達の過去についての知識は、映画や小

説、テレビドラマを通じて間接的にしか伝えら

れておらず、文学的な感性は、日本の漫画によっ

て育まれ、ファッション、ヘアスタイル、コン

ピュータ玩具、恋愛関係にしか興味がなく、一

人っ子世代特有の寂しさのせいか、携帯電話を

もっとも重視し、自己表現ばかりではなく、幸

せな子ども時代や学園生活、仲間意識、モノや

情報や動物との伴侶関係も大切にしており、東

アジアの若者の行動全体に欧米とは異なる「安

全なクールさ」という、パーティを開催するよ

うな気分をお祭り的に再政治化する試みの傾向

も指摘されている２５。

安全に保護された環境の中で大金持ちのイケ

メンたちから助けられながら苦難を解決してい

く物語を少女マンガから抜け出てきたようなア

イドルやモデルたちが演じるテレビドラマが、

東アジアの新世代の女性達の理想の物語として

国境を超えて愛好されている理由には、「安全

なクールさ」と呼ばれている東アジア特有の消

費文化やメディア文化と結びついた感覚がある

と考えられる。日本の少女マンガ『花より男子』

をもとに製作された一連のテレビドラマは、東

アジアの文化的近接性や高文脈文化といった地

域特性を踏まえて制作されており、東アジアの

若年女性をターゲットにしたテレビドラマの地

域標準を象徴した作品だと考えられる。

�．日中韓の女子学生のテレビドラマ視
聴の現状

１．日中韓の女子学生のメディア利用とライ

フスタイルに関する調査の実施

前項までに、米国系テレビ番組の国際流通と

東アジア諸国で制作されるテレビ番組の地域内

流通について検討した。米国系テレビ番組のグ

ローバル市場への進出の背景には、似たような

好みやライフスタイル、消費傾向を持ちメディ

アからの情報に敏感に反応する集団の世界規模

での出現があることが指摘されていた。代表的

な成功例として新しい流行に敏感な若者達を

ターゲットにしたMTVがある。特に、テレビ

ドラマは制作費がかかるため比較的世界標準化

された番組が各国で愛好されやすいジャンルで

あることが指摘されていた。ただし、米国と東

アジア諸国との間には文化的差異や高い輸入障

壁があるために輸出が難しい。文化的近似性が

高い東アジア諸国内での地域標準化番組制作の

可能性を指摘した。１９９０年代の台湾や中国、韓

国における日本で制作されたトレンディドラマ

の流行や、２０００年代以降からのアジア全域での

韓流ブーム、日本の作家が描いた少女マンガを

原作とした学園ラブコメティの各国でのリメイ

ク合戦などを経て、東アジア地域内で流通する

テレビドラマのストーリーやスタイルの地域標

準化が促進された。背景には、東アジア地域の

各国の若年女性達のポピュラー文化の受容やメ
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ディアの利用状況が同質化し好みが似通って

いった結果生じたと考えられる。このような国

境を超えた好みの収斂は、東アジア諸国に共通

する文化的土壌とともに、隣国の最先端のポ

ピュラー文化を子どもの頃から楽しんできたと

いう共通の同時代的文化受容体験により生じた

と考えられる。

以上のような東アジア諸国の若者のメディア

利用やポピュラー文化の受容の現状、ライフス

タイルや好みの標準化を実証するために、日

本、中国、韓国の高校生、大学生を対象にした

情報通信機器の利用や所有を含めた消費行動や

文化、社会意識に関する調査を実施した。質問

紙は日本語で作成したものを各国語に翻訳した

ものを用いた。記述式回答は、各国語で回答さ

れたものを日本語に翻訳して分析に用いた。

２０１２年８月から２０１３年２月にかけて日本、中

国、韓国の高校と大学で集合法により質問紙調

査の実施と回収を行った。以下本稿では、基本

項目、テレビ番組とテレビドラマの視聴習慣に

関する分析項目に記入があった女子学生の回答

を分析対象とした。有効回答数は、日本では

３７８、中国では３３４、韓国では２６３である。有効

回答率は９９．５％である。

２．日中韓の女子学生のテレビ番組とテレビ

ドラマの視聴の現状

� テレビ番組の視聴習慣

１日のテレビ番組の視聴時間（表１）につい

て、「見ない」、「１時間未満」、「２～４時間」、

「５～６時間」、「６時間以上」のうち回答を一

つ選択する選択式回答法で回答を求めた。その

結果、日本の女子学生では、「２～４時間」

（５８．８％）と回答した者が最も多く、「５～６

時間」（７．９％）、「６時間以上」（３．４％）を含め

た長時間視聴者が全体の７割（７０．１％）と多く

を占め、長時間視聴の傾向が見られた。中国の

女子学生は、「見ない」（３８．５％）や「１時間未

満」（３１．６％）が全体の７割（７０．１％）を占め、

テレビ番組自体をあまり見ないか見ても短時間

視聴の傾向が見られた。韓国の女子学生では、

「見ない」（１０．７％）と「１時間未満」（４１．０％）

をあわせると５割程度（５１．７％）で、「２～４

時間」（４０．６％）と「５～６時間以上」（４．６％）、

「６時間以上」（３．１％）をあわせると５割未満

（４８．３％）と、テレビ番組の視聴習慣がある者

とない者の割合がほぼ同程度見られた。

� テレビドラマの視聴習慣

１週間に視聴するテレビドラマの視聴本数

（表２）について、「見ない」、「１本未満」、「２

～３本」、「４～５本」、「５本以上」のうち回答

を一つ選択する選択式回答法で回答を求めた。

日本の女子学生は「２～３本」（４０．１％）が最

も 多 く「４～５本」（１１．６％）、「５本 以 上」

（６．３％）とあわせると全体の６割弱（５８％）

表１ １日のテレビ番組視聴時間（単位：％）

日 本

（n＝３７８）

中 国

（n＝３３４）

韓 国

（n＝２６３）

見ない ６．３ ３８．５ １０．７

１時間未満 ２３．５ ３１．６ ４１．０

２～４時間 ５８．８ ２２．４ ４０．６

５～６時間 ７．９ ３．０ ４．６

６時間以上 ３．４ ４．５ ３．１

表２ １週間のテレビドラマ視聴本数（単位：％）

日 本

（n＝３７８）

中 国

（n＝３３４）

韓 国

（n＝２６３）

見ない １４．８ ２２．２ ２０．２

１本未満 ２７．２ ５８．０ ２６．０

２～３本 ４０．１ １４．１ ４１．６

４～５本 １１．６ １．２ ９．２

５本以上 ６．３ ４．５ ３．１
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で、好きなドラマを決めて毎週視聴する習慣が

ある者の方がない者よりも多い傾向が見られ

た。中国の女子学生では、「１本未満」（５８．０％）

が最も多く「見ない」（２２．２％）とあわせると

全体の８割（８０．２％）でテレビドラマを視聴し

ないかあいた時間にインターネットなどで好き

なところだけを部分的に視聴する傾向が見られ

た。韓国の女子学生では、「見ない」（２０．２％）、

「１本未満」（２６．０％）をあわせて５割程度

（４６．２％）で、「２～３本」（４１．６％）と「４～

５本」（９．２％）、「５本以上」（３．１％）をあわせ

ると５割程度（５３．９％）と、ここでもテレビド

ラマを視聴する習慣がある者と視聴する習慣が

ない者が半々である傾向が見られた。

日本の女子学生の場合には、テレビ番組の長

時間視聴傾向とともにテレビドラマの定期視聴

習慣がうかがえたが、中国の女子学生の場合に

はテレビを見ない傾向やテレビドラマの定期視

聴習慣があまりない傾向が見られた。韓国の女

子学生の場合には日本型と中国型の双方の傾向

がうかがえた。

� 制作国ごとのテレビドラマの視聴状況

視聴経験のあるテレビドラマの制作国（表

３）について、「日本製テレビドラマ」、「韓国

製テレビドラマ」、「中国製テレビドラマ」、「米

国製テレビドラマ」のうちから視聴経験のある

ものを全て選択するマルチアンサー型式で回答

を求めた。その結果、日本（９５．２％）、中国

（９２．５％）、韓国（７６．８％）と全ての国で自国

製のテレビドラマを見たことがあると回答した

者の割合が最も高かった。自国製以外のテレビ

ドラマでは、「米国製テレビドラマ」を見たこ

とがあると答えた者の割合が最も高く、割合

は、日本（７９．８％）、中国（８４．６％）、韓国（６２．９％）

であった。「韓国製テレビドラマ」の場合には、

韓国でも（７６．８％）だったが日本（７０．７％）、

中国（７７．１％）でも７割台で差がみられなかっ

た。日本製テレビドラマは、中国（８３．６％）、

韓国（５１．５％）で、中国でも韓国でも「米国製

テレビドラマ」に次いで視聴されていた。「中

国製テレビドラマ」に関しては日本（２０．４％）、

韓国（１６．２％）と全体の２割程度であまり視聴

されていなかった。

どの国の女子学生の場合でも、自国製のテレ

ビドラマが最もよく視聴されており、次いで米

国製テレビドラマが最もよく視聴されていた。

東アジア諸国間では、中国、韓国ともに日本製

テレビドラマを自国製テレビドラマと米国製テ

レビドラマに次いでよく視聴されていた。韓国

製テレビドラマを視聴したことがあると答えた

者は日本、中国、韓国のいずれの国でも同程度

で差がみられなかった一方で中国製テレビドラ

マはあまり視聴されていなかった。

好きなテレビドラマのタイトルについて記述

型式で回答を求めた結果を表にまとめた（表

４）。日本の女子学生の場合には、回答のあっ

た者のうち日本製（８２．１％）をあげた者が最も

多く、韓国製（１１．４％）、欧米製（５．７％）、中

華圏製（０．８％）となった。「欧米」や「中華圏」

といった分類は、日本の放送局やレンタル

ショップで外国製テレビドラマを指す「海外ド

ラマ」のジャンルとして一般的に利用されてい

るカテゴリーを利用した。実際の制作国は表お

よび本文の分析で明記している。

表３ テレビドラマの視聴経験率（単位：％）

日 本

（N＝３７８）

中 国

（N＝２１４）

韓 国

（N＝２６３）

日本製ドラマ ９５．２ ８３．６ ５１．５

韓国製ドラマ ７０．７ ７７．１ ７６．８

中国製ドラマ ２０．４ ９２．５ １６．２

米国製ドラマ ７９．８ ８４．６ ６２．９
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中国の女子学生はテレビドラマ自体を見ない

者が多いため回答者総数が半数程度と少なく

なっている。欧米製（１７．４％）、日本製（１５．８％）、

韓国製（１２．５％）と、中華圏製以外のドラマを

挙げた者がそれぞれ一定の割合であることがう

かがえた。なお、中国の女子大生にとって台湾

や香港で制作された番組は狭義には外国製と言

えるが、海外ドラマの分類では中華圏として同

じカテゴリーに分類されることが多いことや、

今回の分析では言語圏を超えたテレビドラマの

愛好を主眼としたため中華圏製テレビドラマと

して扱った。

韓国の女子学生の場合には、回答のあった者

のうち韓国製（９２．２％）をあげた者が圧倒的に

多く、欧米製（４．７％）、日本製（３．１％）とほ

ぼ同じ程度で、中華圏製を挙げた者はなかっ

た。日本、中国、韓国いずれの国の女子学生も、

自国の言語圏のテレビドラマを最も好む傾向は

共通している。日本では、自国製に次いで韓国

製と欧米製を挙げる女子学生が多く、中華圏製

を挙げる学生もあった。中国では、中華圏製以

外では、欧米製を挙げる学生が一番多く、次い

で日本製、韓国製だったが、割合的には同程度

だった。韓国では、自国製を挙げるものが日本、

中国に比べて多く、欧米製、日本製のテレビド

ラマを挙げる率は同程度だったが、中華圏製を

挙げる者が全くいなかった。好きなテレビドラ

マの制作国に関しては、国ごとに異なる傾向が

みられた。

３．日中韓の女子学生の外国製テレビドラマ

の選好傾向

日本、中国、韓国の女子学生の外国製テレビ

ドラマの選好傾向についてより詳しい手がかり

を得るために、記述されたテレビドラマの具体

的なタイトルと内容について分析する。

� 欧米製テレビドラマ

欧米製テレビドラマでは、日本、中国、韓国

の女子学生のほとんどが米国製テレビドラマを

あげていた。中国の女子学生があげた『sher-

lock』、韓国の女子学生があげた『Dr.Who』だ

けが英国製だった。日本、中国、韓国で、「欧

米ドラマ」として流通している作品のうち、本

調査の対象となった女子学生達が好む作品は、

いずれも英語による作品であった。

日本の女子学生が好む欧米ドラマとしては

『glee』を挙げるものが最も多かった。このド

ラマは米国製学園ドラマだがメインキャストに

アジア系の男女が含まれ彼らの物語では家父長

制的家族観による父子の軋轢や進学問題など東

アジア社会に特徴的な事項が盛り込まれている

ため東アジア地域におけるヒットが計画された

番組だと考えられる。またミュージカル作品の

ため phyの『江南スタイル』など世界各国でそ

の時に流行している有名な曲が作品中で歌われ

ることもあり親しみやすい作品となっている。

他には『SUPER NATURAL』などのサイエン

スフィクションや、『Prison Break』や『BORNS』

などの科学技術や論理を駆使して謎を解く科学

捜査ミステリーが多くあがっている。設定自体

が異世界のサイエンスフィクションや普遍的な

科学技術など、文化や慣習による解釈が異文化

でもたやすいジャンルが好まれていると考えら

表４ 最も好きなテレビドラマとして挙げたテレ
ビドラマ制作国の選択率（単位：％）

日 本

（N＝２６３）

中 国

（N＝１８４）

韓 国

（N＝１９３）

日本製ドラマ ８２．１ １５．８ ３．１

韓国製ドラマ １１．４ １２．５ ９２．２

欧米製ドラマ ５．７ １７．４ ４．７

中華圏製ドラマ ０．８ ５４．３ ０．０
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れる。若年女性向けにビバリーヒルズなど富裕

地域で繰り広げられる最先端のファッションや

恋愛に焦点を当てた『Gossip Girl』やリアリティ

ドラマの『the Hills』があげられていた。しか

し『glee』に比べると愛好者数は少なく恋愛や

生活規範の違いが反映していると考えられる。

中国の女子学生が好む欧米製テレビドラマと

しては、異種間の禁断の恋を描いたファンタ

ジー SFの『The Vampire Diaries』が最も多く挙

げられていた。文化圏を超えた視聴が難しいと

言われていたシチュエーションコメディの

『The Big Bang Theory』が二番目にあがってい

た。『デスパレートな妻たち』や『SEX and the

CITY』といった女性の自立や過激な性描写で

注目された作品もあがっていた。

韓国の女子学生では、複数名から愛好されて

表５－１ 日本の女子学生が好む欧米製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

glee ８ ２００９－現在 FOX

SUPER NATURAL ２ ２００５年―現在 CW

Prison Break １ ２００５年―２００６年 FOX 全７９話

The Mentalist １ ２００８年―現在 CBS

BORNS １ ２００５年―現在 FOX

the Hills １ ２００６年―２０１０年 MTV 全１０２話

Gossip Girl １ ２００７年―２０１２ CW 全１２１話

表５－２ 中国の女子学生が好む欧米製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

The Vampire Diaries １４ ２００９年―現在 CW

The Big Bang Theory ７ ２００７年―現在 CBS

Prison Break ３ ２００５年―２００６年 FOX 全２２話

Gossip Girl ２ ２００７年―２０１２ CW 全１２１話

Grey’s Anatomy １ ２００５年―現在 ABC

SHERLOCK １ ２０１０年―２０１４年 BBC（英） 全９話

CASTLE １ ２００９年―現在 ABC

SEX and the CITY １ １９９８年―２００４年 HBO 全９４話

SUPER NATURAL １ ２００５年―現在 CW

Desperates Housewives １ ２００４－２０１２ ABC 全１８０話

表５－３ 韓国の女子大生が好む欧米製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

Dr.Who ２ １９６３年―現在 BBC（英）

CSI:MIAMI １ ２００２年―２０１２年 CBS

The Vampire Diaries １ ２００９年―現在 CW

SUITS １ ２０１１年―現在 USA

NCIS １ ２００３年―現在 CBS

Grey’s Anatomy １ ２００５年―現在 ABC

SEX and the CITY １ １９９８年―２００４年 HBO 全９４話

Criminal Minds １ ２００５年―現在 CBS
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いる作品がなかった。イギリスの BBCが１９６３

年から放送を始めたサイエンスフィクションの

『Dr.Who』や中国の女子学生が挙げていたファ

ンタジー SFの『The Vampire Diaries』など SF

ジャンルの作品があげられている。日本と同様

に、『Criminal Mind』などの犯罪心理や科学捜

査、『SUITS』などの弁護士や『Grey’s Anatomy』

などの医師といった専門家の苦闘を描いたドラ

マが好まれている。

� 日本製テレビドラマ

中国の女子学生が好む日本製テレビドラマと

しては、『１リットルの涙』（女子高生の闘病

記）や『コードブルー』（ドクターヘリに乗る

若い医師たちの群像劇）、『JIN』（タイムスリッ

プ医療ドラマ）といった医療現場で起こる運命

的悲劇や苦悩を緻密に描く作品が選ばれている

ことが特徴的だった。韓国のアイドルが出演し

ている『素直になれなくて』（ソーシャルメディ

アにおける出会い、労働問題）や韓国製テレビ

ドラマのリメイク『魔王』なども愛好されてい

る。

『花より男子』や『花ざかりの君たちへ』と

いった、少女マンガを原作とした東アジアの若

年女性向けの地域標準化ドラマもあがってお

り、あげられたほぼ全てのドラマにジャニーズ

事務所所属アイドルやアミューズ所属の若手俳

優が出演している。『素直になれなくて』には

表６－１ 中国の女子学生が好む日本製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

１リットルの涙 ３ ２００５年 フジテレビ 全１１話

コード・ブルー ３ ２００８年 フジテレビ 全１１話

素直になれなくて ３ ２０１０年 フジテレビ 全１１話

BOSS ２ ２００９年、２０１１年 フジテレビ 全２２話

JIN‐仁‐ ２ ２００９年、２０１２年 TBS 全２３話

白夜行 ２ ２００６年 TBS 全１１話

花ざかりの君たちへ ２ ２００７年 フジテレビ 全１２話

ラストフレンズ ２ ２００８年 フジテレビ 全１０話

私が恋愛できない理由 １ ２０１１年 フジテレビ 全１１話

GTO １ １９９８年 フジテレビ 全１２話

魔女の条件 １ １９９９年 TBS 全１１話

花より男子 １ ２００５年 TBS 全９話

名探偵コナン １ ２００６年、２００７年 読売テレビ 単発ドラマ

魔王 １ ２００８年 TBS 全１１話

CHANGE １ ２００８年 フジテレビ 全１２話

スペック １ ２０１０年 TBS 全１０話

家政婦のミタ １ ２０１１年 日本テレビ 全１１話

金魚倶楽部 １ ２０１１年 NHK 全１０話

表６－２ 韓国の女子学生が好む日本製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

花より男子 ４ ２００５年 TBS 全９話

ブラッティーマンデー １ ２００８年、２０１０年 TBS 全２０話

ブザービート １ ２００５年 TBS 全１１話
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アジア全域で人気がある上野樹里が出演してい

るが彼女が性同一性障害の役で出演した『ラス

トフレンズ』もあげられており、ラブコメディ

よりも若者の苦悩や社会問題を扱った、よりシ

リアスな物語が好まれている傾向が見られた。

また、古いものから新しいもの、メジャーなも

のからマイナーなものまで多岐にわたってい

た。

韓国の女子学生は日本製テレビドラマのタイ

トルをあまりあげていなかった。少ない中でも

最も人数が多かったのは『花より男子』だった。

少年マンガを原作としたバスケットマンガの

『ブザービート』やイケメン俳優が多数所属し

若手俳優のブランド力があるアミューズ所属の

三浦春馬が主演の科学捜査ミステリーなどがあ

がっていた。

� 中華圏製テレビドラマ

ここでは、中国で製作されたドラマはあがっ

ていなかった。しかし、日本の女子学生が台湾

で制作されたテレビドラマをあげていた。両方

ともラブコメディで日本では BS日テレで放送

されている。『ろまんす五段活用』は日本の少

女マンガが原作で『流星花園』直系の台湾アイ

ドルドラマの王道的作品である。『負け犬女王』

は、タイトル通り３０才前後の未婚女性が苦難を

乗り越えて結婚にいたる「負け犬もの」と呼ば

れる作品である。双方とも、東アジア地域の女

性向けに標準化された番組であった。韓国の女

子学生からは、中国語で制作されたドラマは１

本もあがっていなかった。

� 韓国製テレビドラマ

日本の女子学生が最も好きなドラマとして記

述した外国製テレビドラマのうち、最も人数が

多かったのは韓国製テレビドラマ『美男〈イケ

メン〉ですね』だった。このドラマは、日本で

は２０１０年に BSジャパンと地上波のフジテレビ

韓流αで放送され、その後も韓流αで何度も放

送され、日本リメイク版も制作され２０１１年に

TBSで放送された。このドラマは「アジアの

プリンス」と呼ばれているチャン・グンソクや

K-POPのアイドルたちをヒロインの恋の相手

にキャスティングしたラブコメディで、ソウル

の最先端の町並みや最新流行の韓国ファッショ

ン、K-POPがふんだんに盛り込まれたテレビ

ドラマである。２００９年ごろに youtubeで流行し

た韓国アイドルのコピーダンスブームの後に韓

国政府が行った『VISIT KOREA』政策期（２０１０

年から２０１２年：日本では第二次韓流ブーム期）

の代表的な作品である。

『メリは外泊中』、『Dream High』、『パスタ』、

『パラダイス牧場』、『オーマイレディ』、『宮』

（韓国の少女マンガ原作）、『イタズラな KISS』

（日本の少女マンガ原作）などもあげられてい

る。これらは、『流星花園』の系譜の東アジア

の若年女性をターゲットに地域標準化されたア

イドルやモデル主演のラブコメディである。い

ずれも日本の放送局で正規放送が行われてい

る。古い時代劇や世間や仕事上の軋轢を描く

ヒューマンドラマや、結婚や家族に焦点をあて

た若年層向きではないシンデレラストーリーも

あげられていたが、日本の女子学生の６割は、

表７ 日本の女子学生が好む中華圏製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

負犬女王 １ ２００９年 三立電視（台湾） 全３４話

ろまんす五段活用（公主小妹） １ ２００７年 中視（台湾） 全２０話
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アイドル主演のラブコメディを挙げていた。

中国の女子学生が好む韓国製テレビドラマ

は、日本よりも様々なジャンルにわたってい

た。日本の女子学生の場合と同様に、K-POP

アイドルやモデルをキャスティングした『宮』

（韓国の少女マンガ原作）や、『Dream High』、

『ボスを守れ』、なども挙げられている。一方

で、刑事ものやアクションも人気で、日本のマ

ンガ原作でも少年マンガを原作とした『シティ

ハンター』が挙げられ、ラブコメディでもスタ

ントウーマンを主人公にした『シークレット

ガーデン』があがっている。また、国境を超え

た視聴が難しいと言われているシチュエーショ

ンコメディの『おもいっきりハイキック』や、

表８－１ 日本の女子学生が好む韓国製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

美男＜イケメン＞ですね ８ ２００９年 KBS 全１６話

官～Love in Palace ６ ２００６年 MBC 全２４話

メリは外泊中 ３ ２０１０年 KBS 全１６話

Dream High ２ ２０１１年 KBS 全１６話

華麗なる遺産 ２ ２００９年 SBS 全２８話

製パン王 キムタック １ ２０１０年 KBS 全３０話

イタズラな kiss １ ２０１０年 MBC 全１６話

オーマイレディー １ ２０１０年 SBS 全１６話

逆転の女王 １ ２０１１年 MBC 全３１話

フルハウス １ ２００４年 KBS 全１６話

私の名前はキムサムスン １ ２００５年 MBC 全１６話

パスタ：恋が出来るまで １ ２０１０年 MBC 全２０話

パラダイス牧場 １ ２０１１年 SBS 全１６話

マイプリンセス １ ２０１１年 MBC 全１６話

表８－２ 中国の女子学生が好む韓国製テレビドラマ

タイトル 人数 放送年 放送局 話数

シティーハンター ６ ２０１１年 SBS 全２０話

秋の童話 ２ ２０００年 KBS 全１８話

シークレットガーデン ２ ２０１０年 SBS 全２０話

宮 １ ２００６年 MBC 全２４話

イケメンですね（韓国） １ ２００９年 KBS 全１６話

イタズラな kiss １ ２０１０年 MBC 全１６話

一枝梅（イルジメ） １ １９９３年 MBC 全８話

イヴのすべて １ ２０００年 MBC 全２１話

人魚姫 １ ２００２年 MBC 全２４７話

ごめん、愛してる １ ２００４年 KBS 全１７話

犬とオオカミの時間 １ ２００７年 MBC 全１６話

おもいっきりハイキック １ ２００９年 MBC 全１２６話

華麗なる遺産 １ ２００９年 SBS 全２８話

ドリームハイ １ ２０１１年 KBS 全１６話

ボスを守れ １ ２０１１年 SBS 全１８話

王女の男 １ ２０１１年 KBS 全２４話
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韓流初期の名作『一枝梅』や韓流ブーム初期の

『人魚姫』や『イヴのすべて』など古い作品も

あげられていた。

�．おわりに

本研究では、まず世界標準化された米国製の

テレビドラマの国際流通過程について検討し

た。米国製テレビドラマは自社のネットワーク

を利用して世界各国で放送されているが、宗教

的・社会的習慣のちがうアジア市場で流通させ

る場合には、困難が伴うことが指摘されてき

た。次に、日本や韓国、台湾では東アジアの女

性達のライフスタイルや好みにあわせて地域標

準化したテレビドラマが作られてきた過程につ

いて考察した。

後半では、日本、中国、韓国の女子学生を対

象に実施した質問紙調査の結果をもとに東アジ

アの若年女性たちのテレビ番組とテレビドラマ

視聴の現状について分析した。日本の女子学生

は長時間定期視聴習慣、中国の女子学生は、定

期視聴習慣があまりなく、韓国の女子学生は、

日本型と中国型の双方の傾向が見られた。テレ

ビドラマについては、どの国の女子学生の場合

でも自国製が最も多く視聴されており、次いで

欧米製が視聴されていた。東アジア諸国間で

は、中国、韓国の両国で日本製のドラマが自国

製、欧米製に次いで視聴されており、韓国製に

ついてはいずれの国でも同程度の視聴率であっ

たが中国製については非常に低かった。好みの

作品の制作国については、いずれの国の女子学

生も、自国語圏の作品を最も好むことは共通し

ているが、国によって差が見られた。日本では、

自国製に次いで韓国製と欧米製を挙げる割合が

高く台湾製も挙がっていたが外国製テレビドラ

マを挙げる学生の割合は全体の２割以下だっ

た。中国では、自国語圏製のドラマを挙げる割

合と外国製テレビドラマを挙げる割合が半々

だった。韓国では自国製が９割を占め外国製テ

レビドラマを挙げる割合が１割にみたなかっ

た。

最後に、最も好きな作品についての内容分析

を行った。欧米製テレビドラマとして流通して

いる作品のうち、本調査の対象となった女子学

生達が好む作品の多くは米国製で全て英語によ

る作品であった。物語は、設定自体が異世界の

サイエンスフィクションや普遍的な科学技術や

論理、生理的感覚に訴えるアクションなど、文

化や慣習による解釈が異文化でもたやすいジャ

ンルが好まれていた。ほとんどが FOXや CW

などの米国発のグローバルテレビネットワーク

による世界標準化された番組群である。日本製

テレビドラマでは、中国では若者の苦悩や社会

問題を扱ったシリアスな物語が好まれている傾

向が見られ、古いものから新しいもの、メジャー

なものからマイナーなものまで多岐にわたって

いた。韓国では東アジアの若年女性向けの地域

標準化番組である『花より男子』の日本版リメ

イク作品が最も多かったが、受験戦争や苦悩を

描いた作品も好まれる傾向があった。中華圏製

ドラマは、日本、韓国の両国であがってこなかっ

たが、日本では台湾製の東アジアの女性向け地

域標準化番組が少数だが挙げられていた。韓国

製テレビドラマでは、日本では、東アジアの若

年女性向けの地域標準化番組であるアイドルド

ラマが多くあがっていたが、中国では日本より

も様々なジャンルや制作年の作品があげられて

いた。

東アジアの女子学生達は、多国籍化した米国

系ケーブルテレビが制作する世界標準化番組

や、日本、韓国、台湾といった東アジア諸国が

東アジアの地域内の女性向けに地域標準化した
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番組を好んで視聴する傾向が確かに見られた。

しかし、中国の女子学生のように、古い作品や

マイナーな外国製番組を好む者も一定数いるこ

とが確認された。メディア企業のグローバル化

に伴い、世界標準化、地域標準化された番組が

テレビドラマ市場を席捲し文化の多様性の危機

が叫ばれることもある。また、米国系メディア

による文化帝国主義の危険性についても警鐘が

鳴らされている。確かにライフスタイルやメ

ディア嗜好の同質化や好みの収斂も起こってい

るが、インターネットや動画サイトの普及に

よって様々な国の様々なジャンルの番組が時間

や国境を超えて視聴されていくのではないかと

考えられる。
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